
大阪公立大学/大阪府立大学/大阪市立大学 教育研究審議会 議事録 

 

日 時  2024年 10月 16日（水）10：00～11：05 

場 所  WEB会議 

 

出席者   辰巳砂学長（議長）、櫻木副学長、高橋副学長、重松副学長、松原副学長、秋田副学長、

松本副学長、松井副学長、池田副学長、藤村副学長、金澤副学長、真嶋副学長、酒井理

事、東山理事、現代システム科学：竹中研究科長、菅野学域長、文学：佐賀研究科長、

北村教授、法学：手塚研究科長、杉本教授、経済学：中島研究科長、立花教授、経営学：

田口研究科長、高田教授、都市経営：髙野研究科長、情報学：宮本研究科長、理学：寺

北研究科長、佐藤教授、工学：綿野研究科長、小畠教授、農学：堀野研究科長、片岡教

授、獣医学：山岸研究科長、桑村教授、医学：鶴田研究科長、リハビリテーション学：

樋口研究科長、看護学：田中研究科長、中山教授、生活科学：所研究科長、松下教授、

国際基幹教育機構：山東副機構長、図書館機構：西田副機構長、露口本部事務機構長、

大久保本部事務機構次長、石井本部事務機構次長、冨宅医学部・附属病院事務局長、船

野学長室長、千田総務総括部長、石田総務部長、肥田人事戦略部長、羽者家人事労務室

長、柴山企画総括部長、森岡企画部長、平井学務部長兼森之宮キャンパス移転準備室長、

岩川学術研究支援部長、中井産学官民共創推進室長、寺田医学部・附属病院事務局事務

部長、児玉外部委員、サファ外部委員、仁科外部委員、香月外部委員 

オブザーバー 情報学：黄瀬教授、リハビリテーション学：内藤教授 

陪席者  龍ヶ江監査室長、柏村コンプライアンス推進室長、吉岡財務担当部長兼財務課長、今村

特命担当部長、緒方施設整備担当部長、片山総務課長、倉家安全衛生課長、浅井契約課

長兼経理課長、遠藤人事戦略課長、川﨑企画課長、皆藤広報課長、北橋渉外企画課長、

春口情報戦略課長、上谷施設課長、松木国際戦略課長、繁里教育推進課長、岡崎学生課

長、西川入試課長、前田羽曳野キャンパス事務所長、古城りんくうキャンパス事務所長、

井野研究推進課長、久保社会連携課長、富澤学術情報課長、山本高専事務部長、八木学

務担当部長兼学務課長 

 

   医学：水関教授が欠席 

 

議 事 

 

2024年９月 18日（水）開催の教育研究審議会議事録（案）について、確認し、承認された。 

 

【審議事項】 

１ 海外の大学・研究機関との学術交流協定の締結・更新について（３件） 

副学長（国際交流、高度人材育成担当）から、海外の大学・研究機関との学術交流協定の締

結・更新について、資料に基づき提案があり、審議の結果、原案のとおり承認された。 

 



【報告事項】 

１ 公立大学法人大阪基金戦略及び2024年度各部局への寄附募集活動について 

学長補佐（基金戦略担当）及び渉外企画課長から、公立大学法人大阪基金戦略及び2024年度各部

局への寄附募集活動について、資料に基づき報告があった。 

 

２ 翻訳AI全学導入トライアル及び大阪公立大学公式英語単語集の策定について 

国際戦略課長から、翻訳 AI 全学導入トライアル及び大阪公立大学公式英語単語集の策定につい

て、資料に基づき報告があった。 

 

３ 2023事業年度業務実績に関する評価結果について 

企画課長から、2023 事業年度業務実績に関する評価結果について、資料に基づき報告があった。 

 

４ 2023年度副学長等の活動点検・評価結果について 

学長室次長から、2023年度副学長等の活動点検・評価結果について、資料に基づき報告があった。 

 

５ 創薬科学研究科リーフレットについて 

副学長（教育戦略、情報戦略、計画・評価担当）から、創薬科学研究科リーフレットについて、

資料に基づき報告があった。 

 

６ 第 11回 ACADEMIC CAFE の開催について 

副学長（学術研究担当）から、第11回 ACADEMIC CAFE の開催について、資料に基づき報告・周知

依頼があった。 

 

７ Nature Communications Senior Editor による講演会の開催について 

学長特別補佐（大学ランキング担当）から、Nature Communications Senior Editorによる講演

会の開催について、資料に基づき報告・周知依頼があった。 

 

８ 2024年度（令和６年度）公立大学法人大阪第４回役員会について 

総務課長から、2024年度（令和６年度）公立大学法人大阪第４回役員会の議事概要について、資

料に基づき報告があった。 

 

９ 理学研究科大学院講義科目「サイエンスフロンティア」及び理学国際シンポジウムについて（11

～12月実施分） 

資料のみ 

 

以 上 


